
    アスレティック・トレーナーとはアスレティック・トレーナーとはアスレティック・トレーナーとはアスレティック・トレーナーとは    ！！！！    

                                                                        －－－－        基礎編基礎編基礎編基礎編    －－－－    

    

                                                                                                                                                                                                                                                                吉田吉田吉田吉田    修修修修        
    

【【【【    はじめにはじめにはじめにはじめに    】】】】    

    

    皆さん、トレーナー（皆さん、トレーナー（皆さん、トレーナー（皆さん、トレーナー（trainertrainertrainertrainer）という、言葉を聴いたことが無い、という方は、最近は、いらっしゃらないと思います）という、言葉を聴いたことが無い、という方は、最近は、いらっしゃらないと思います）という、言葉を聴いたことが無い、という方は、最近は、いらっしゃらないと思います）という、言葉を聴いたことが無い、という方は、最近は、いらっしゃらないと思います

が、しかし、じゃあ、いったいどのような仕事をする人なのかというと、実は、印象では分かっていたとしても、皆それが、しかし、じゃあ、いったいどのような仕事をする人なのかというと、実は、印象では分かっていたとしても、皆それが、しかし、じゃあ、いったいどのような仕事をする人なのかというと、実は、印象では分かっていたとしても、皆それが、しかし、じゃあ、いったいどのような仕事をする人なのかというと、実は、印象では分かっていたとしても、皆それ

ぞれ経験した所から微妙にニュアぞれ経験した所から微妙にニュアぞれ経験した所から微妙にニュアぞれ経験した所から微妙にニュアンスが違うのではないでしょうか？ンスが違うのではないでしょうか？ンスが違うのではないでしょうか？ンスが違うのではないでしょうか？    

                        
        【【【【    トレーナーという言語トレーナーという言語トレーナーという言語トレーナーという言語    】】】】    

    

    よくよく考えてみると「トレーナー」という言葉に対して、上手い日本語がありませんね。動物相手ですと、「調教師」よくよく考えてみると「トレーナー」という言葉に対して、上手い日本語がありませんね。動物相手ですと、「調教師」よくよく考えてみると「トレーナー」という言葉に対して、上手い日本語がありませんね。動物相手ですと、「調教師」よくよく考えてみると「トレーナー」という言葉に対して、上手い日本語がありませんね。動物相手ですと、「調教師」

といえますが、社会的なものとしては、何でしょう！といえますが、社会的なものとしては、何でしょう！といえますが、社会的なものとしては、何でしょう！といえますが、社会的なものとしては、何でしょう！    

    ｔｒａｉｎという動詞は、訓練する、教育する、養成するなどといった意味を持っていますので、トレーナー（ｔｒａｉｎという動詞は、訓練する、教育する、養成するなどといった意味を持っていますので、トレーナー（ｔｒａｉｎという動詞は、訓練する、教育する、養成するなどといった意味を持っていますので、トレーナー（ｔｒａｉｎという動詞は、訓練する、教育する、養成するなどといった意味を持っていますので、トレーナー（trainertrainertrainertrainer）は、）は、）は、）は、

養育者ともいえます。養育者ともいえます。養育者ともいえます。養育者ともいえます。    

    

        【【【【    日本体育協会公認アスレティックトレーナーについての定義日本体育協会公認アスレティックトレーナーについての定義日本体育協会公認アスレティックトレーナーについての定義日本体育協会公認アスレティックトレーナーについての定義    】】】】    

    

    機能解剖や運動学に関する専門的な知識を有し、スポーツ機能解剖や運動学に関する専門的な知識を有し、スポーツ機能解剖や運動学に関する専門的な知識を有し、スポーツ機能解剖や運動学に関する専門的な知識を有し、スポーツ活動現場において、スポーツドクター及びコーチとの活動現場において、スポーツドクター及びコーチとの活動現場において、スポーツドクター及びコーチとの活動現場において、スポーツドクター及びコーチとの

緊密な連携・協力のもとに、競技者の健康管理、スポーツ障害・外傷の予防、応急処置、アスレティックリハビリテー緊密な連携・協力のもとに、競技者の健康管理、スポーツ障害・外傷の予防、応急処置、アスレティックリハビリテー緊密な連携・協力のもとに、競技者の健康管理、スポーツ障害・外傷の予防、応急処置、アスレティックリハビリテー緊密な連携・協力のもとに、競技者の健康管理、スポーツ障害・外傷の予防、応急処置、アスレティックリハビリテー

ション及び体力トレーニング、コンディショニングなどにあたるための指導者資格であります。平成６年、文部科学省ション及び体力トレーニング、コンディショニングなどにあたるための指導者資格であります。平成６年、文部科学省ション及び体力トレーニング、コンディショニングなどにあたるための指導者資格であります。平成６年、文部科学省ション及び体力トレーニング、コンディショニングなどにあたるための指導者資格であります。平成６年、文部科学省

管轄下日本体育協会指導者養成事業の一環としてアスレティックトレーナー認定制度が始まりました。管轄下日本体育協会指導者養成事業の一環としてアスレティックトレーナー認定制度が始まりました。管轄下日本体育協会指導者養成事業の一環としてアスレティックトレーナー認定制度が始まりました。管轄下日本体育協会指導者養成事業の一環としてアスレティックトレーナー認定制度が始まりました。    

    ここで、ここで、ここで、ここで、アスレティックトレーナーアスレティックトレーナーアスレティックトレーナーアスレティックトレーナーの資格は、スポーツフィールドでの資格であり、医療資格ではありません。の資格は、スポーツフィールドでの資格であり、医療資格ではありません。の資格は、スポーツフィールドでの資格であり、医療資格ではありません。の資格は、スポーツフィールドでの資格であり、医療資格ではありません。    

    ですから、ですから、ですから、ですから、選手への対応としては、治療目的では行えない選手への対応としては、治療目的では行えない選手への対応としては、治療目的では行えない選手への対応としては、治療目的では行えないのですのですのですのです。また、営利を保障するものでもありません。。また、営利を保障するものでもありません。。また、営利を保障するものでもありません。。また、営利を保障するものでもありません。    

    

        【【【【    アスレティックトレーナーの基礎教育の重要性そして考える力を養うアスレティックトレーナーの基礎教育の重要性そして考える力を養うアスレティックトレーナーの基礎教育の重要性そして考える力を養うアスレティックトレーナーの基礎教育の重要性そして考える力を養う    】】】】    

    

                                        競技力競技力競技力競技力                                                                                    アスレティックトレーナー学アスレティックトレーナー学アスレティックトレーナー学アスレティックトレーナー学    

    

        

    

    

    

    

        
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

基礎体力基礎体力基礎体力基礎体力    

基礎技術基礎技術基礎技術基礎技術    

専門体力専門体力専門体力専門体力    

専門技術専門技術専門技術専門技術    

基礎学力・人間形成基礎学力・人間形成基礎学力・人間形成基礎学力・人間形成    

基礎医学基礎医学基礎医学基礎医学    

基礎スポーツ医科学基礎スポーツ医科学基礎スポーツ医科学基礎スポーツ医科学    

専門スポー専門スポー専門スポー専門スポーツ医科学ツ医科学ツ医科学ツ医科学    



    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    【【【【    アスレティックトレーナーを一言で言えば選手の健康管理の責任者でありますアスレティックトレーナーを一言で言えば選手の健康管理の責任者でありますアスレティックトレーナーを一言で言えば選手の健康管理の責任者でありますアスレティックトレーナーを一言で言えば選手の健康管理の責任者であります    】】】】    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    このように選手の絶えず変化するコンディションを把握して、それに対応このように選手の絶えず変化するコンディションを把握して、それに対応このように選手の絶えず変化するコンディションを把握して、それに対応このように選手の絶えず変化するコンディションを把握して、それに対応していく必要があります。していく必要があります。していく必要があります。していく必要があります。    

    もちろん、チームアプローチが理想的ですので、医療系の資格を持たない場合は、各々の専門家と協力する必要もちろん、チームアプローチが理想的ですので、医療系の資格を持たない場合は、各々の専門家と協力する必要もちろん、チームアプローチが理想的ですので、医療系の資格を持たない場合は、各々の専門家と協力する必要もちろん、チームアプローチが理想的ですので、医療系の資格を持たない場合は、各々の専門家と協力する必要

がありますが、がありますが、がありますが、がありますが、現在の日本のスポーツ界におけるスタッフの充実度は、非常に遅れており、充足されていません現在の日本のスポーツ界におけるスタッフの充実度は、非常に遅れており、充足されていません現在の日本のスポーツ界におけるスタッフの充実度は、非常に遅れており、充足されていません現在の日本のスポーツ界におけるスタッフの充実度は、非常に遅れており、充足されていません。。。。    

        
    【【【【    選手のコンディションを把握しましょう選手のコンディションを把握しましょう選手のコンディションを把握しましょう選手のコンディションを把握しましょう    】】】】    

        
    私が、関係している陸上競技選手に対して行っている、簡易チェック表です。セルフコンディション、チェックシート私が、関係している陸上競技選手に対して行っている、簡易チェック表です。セルフコンディション、チェックシート私が、関係している陸上競技選手に対して行っている、簡易チェック表です。セルフコンディション、チェックシート私が、関係している陸上競技選手に対して行っている、簡易チェック表です。セルフコンディション、チェックシート

（これはサッカー選手用の例で実用化していません）は、チームごとに作成し、毎日、選手自身につけさせる習慣を（これはサッカー選手用の例で実用化していません）は、チームごとに作成し、毎日、選手自身につけさせる習慣を（これはサッカー選手用の例で実用化していません）は、チームごとに作成し、毎日、選手自身につけさせる習慣を（これはサッカー選手用の例で実用化していません）は、チームごとに作成し、毎日、選手自身につけさせる習慣を

つけましょうつけましょうつけましょうつけましょう。。。。    



                                                                                                                          
                              カ ル テ                                                      

 

   氏名                                 生年月日  昭和・平成    年  月  日     歳  

   所属                                                               

   競技種目                                                              

   記録の変化          ↑ →  ↓           ↑ →  ↓           ↑ →  ↓                             

   競技歴                     年                  年                 年                                                     

   連絡先                             電話番号・携帯                                   

   身長の変化     現在              ㎝      ←     昨年               ㎝    

   体重の変化     現在              ㎏      ←     昨年               ㎏   

   安静時の心拍数              拍/分        起床時の心拍数            拍/分                          

   試合での集中力の高め方                                                        

                                                                            
   試合でのリラックスの行い方                                                       

                                                                             
   準備運動で気を付けている事                                                       

                                                                            
   スポーツトレーナーに望むこと                                                      

                                                                            
                                                                              

   【  コンディショニングについて  】 

① 現在･過去のスポーツ傷害部位について ②その時期 ③治療の有無・継続・内容 ④現在の調子について 

 （調子の良い状態を１００％として） ⑤痛みの程度（耐えられない痛みを１０、無しを０として、数字でどれくらい？）    

①現在・過去のスポーツ傷害 ②いつ頃 ③治療の有無・継続・内容 ④現在の調子 ⑤痛みの程度 

     

     

     

     

     

薬の服用について 

有り 

無し 

疾患名 薬の名前   

平 成 １ ８ 年平 成 １ ８ 年平 成 １ ８ 年平 成 １ ８ 年                         月月月月

日日日日        



            
    

                                                                                                                                                                                                                                                                月     日 

    

① 脈拍                                                

② 呼吸数                                  

③ 体温                                 

④ 体重                           

      

⑤ １０スケール              

 

 身体     １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０   

 やる気    １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０   

 

Ⓐ １日の目標                                            

Ⓑ 本日の結果  

                                                     

Ⓒ 結果の分析、「なぜできた、出来なかった」 

                              

                                      

Ⓓ 新しい目標                  

                                      

 

Ⅰ 目と足の動き          ○  △  ×            

Ⅱ 背伸び     両側      ○  △  ×             

            片側      ○  △  ×            

Ⅲ 猫―馬―祈り姿勢       ○  △  ×                     

Ⅳ お尻伸ばし       ○  △  × 、 ○  △  ×                             

Ⅴ ＦＦＤ                           

Ⅵ 顎引き、開脚           ○  △  ×             

Ⅶ 片脚踵上げ  閉眼 （声に出して数える） 

                               秒   

                               秒                 

 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 



    【【【【    アスレティックトレーナーの心得アスレティックトレーナーの心得アスレティックトレーナーの心得アスレティックトレーナーの心得    】】】】    

    

    現在の学生スポーツにおいて、選手やコーチはまだまだ経験的な観点のみから練習プログラムをルーチンに作現在の学生スポーツにおいて、選手やコーチはまだまだ経験的な観点のみから練習プログラムをルーチンに作現在の学生スポーツにおいて、選手やコーチはまだまだ経験的な観点のみから練習プログラムをルーチンに作現在の学生スポーツにおいて、選手やコーチはまだまだ経験的な観点のみから練習プログラムをルーチンに作

成しやすいようであり、全体練習が主である。各々の選手に応じたものをなかなか作らないようであります。辛い、し成しやすいようであり、全体練習が主である。各々の選手に応じたものをなかなか作らないようであります。辛い、し成しやすいようであり、全体練習が主である。各々の選手に応じたものをなかなか作らないようであります。辛い、し成しやすいようであり、全体練習が主である。各々の選手に応じたものをなかなか作らないようであります。辛い、し

んどい練習のみが非常に効果があり、良い結果をもたらすものと考えがちでしょう。んどい練習のみが非常に効果があり、良い結果をもたらすものと考えがちでしょう。んどい練習のみが非常に効果があり、良い結果をもたらすものと考えがちでしょう。んどい練習のみが非常に効果があり、良い結果をもたらすものと考えがちでしょう。    

    しかし、「その選手」「そのチーム」にとって、何をするべきか、しなければならないか、優先順位をつけ、どうして、しかし、「その選手」「そのチーム」にとって、何をするべきか、しなければならないか、優先順位をつけ、どうして、しかし、「その選手」「そのチーム」にとって、何をするべきか、しなければならないか、優先順位をつけ、どうして、しかし、「その選手」「そのチーム」にとって、何をするべきか、しなければならないか、優先順位をつけ、どうして、

なぜ行わねばならないか理由を把握して、なぜ行わねばならないか理由を把握して、なぜ行わねばならないか理由を把握して、なぜ行わねばならないか理由を把握して、それをどのように行うべきか、色々な選択肢をもち、実行する必要がありそれをどのように行うべきか、色々な選択肢をもち、実行する必要がありそれをどのように行うべきか、色々な選択肢をもち、実行する必要がありそれをどのように行うべきか、色々な選択肢をもち、実行する必要があり

ます。さらに、その結果を冷静、科学的に分析し、そのもたらした原因を反省し、次への対応、対策を練らねばなります。さらに、その結果を冷静、科学的に分析し、そのもたらした原因を反省し、次への対応、対策を練らねばなります。さらに、その結果を冷静、科学的に分析し、そのもたらした原因を反省し、次への対応、対策を練らねばなります。さらに、その結果を冷静、科学的に分析し、そのもたらした原因を反省し、次への対応、対策を練らねばなり

ません。アスレティックトレーナーとして意見を言える立場を作っていく必要があります。ません。アスレティックトレーナーとして意見を言える立場を作っていく必要があります。ません。アスレティックトレーナーとして意見を言える立場を作っていく必要があります。ません。アスレティックトレーナーとして意見を言える立場を作っていく必要があります。    

    

    【【【【    最後に最後に最後に最後に    】】】】    

    

    私の人間形成論としては、「大きな器を持ち、社会貢献を続けるアスレティックトレーナーとして成長していくヒト」を私の人間形成論としては、「大きな器を持ち、社会貢献を続けるアスレティックトレーナーとして成長していくヒト」を私の人間形成論としては、「大きな器を持ち、社会貢献を続けるアスレティックトレーナーとして成長していくヒト」を私の人間形成論としては、「大きな器を持ち、社会貢献を続けるアスレティックトレーナーとして成長していくヒト」を

目指すことです。大きな器とは、一つ惻隠の情、感謝する心、楽しむ心を持ち、一つ強靭な身体をつくり、一つ想像目指すことです。大きな器とは、一つ惻隠の情、感謝する心、楽しむ心を持ち、一つ強靭な身体をつくり、一つ想像目指すことです。大きな器とは、一つ惻隠の情、感謝する心、楽しむ心を持ち、一つ強靭な身体をつくり、一つ想像目指すことです。大きな器とは、一つ惻隠の情、感謝する心、楽しむ心を持ち、一つ強靭な身体をつくり、一つ想像

を続ける技能を身につけを続ける技能を身につけを続ける技能を身につけを続ける技能を身につけ、一つ全ての智恵を人のため社会のために気を入れ使おうとする人の器であることです。、一つ全ての智恵を人のため社会のために気を入れ使おうとする人の器であることです。、一つ全ての智恵を人のため社会のために気を入れ使おうとする人の器であることです。、一つ全ての智恵を人のため社会のために気を入れ使おうとする人の器であることです。    

惻隠とは、相手を思いやる気持ち惻隠とは、相手を思いやる気持ち惻隠とは、相手を思いやる気持ち惻隠とは、相手を思いやる気持ち    （相手の気持ちがわかる）、自分の愚かさに気が付く（自分がわかる、客観視（相手の気持ちがわかる）、自分の愚かさに気が付く（自分がわかる、客観視（相手の気持ちがわかる）、自分の愚かさに気が付く（自分がわかる、客観視（相手の気持ちがわかる）、自分の愚かさに気が付く（自分がわかる、客観視

できるできるできるできる））））、譲る気持ち、物事の本質を理解し（是か否か判断する能力）それを、全うする力を言うそうです。そういった、譲る気持ち、物事の本質を理解し（是か否か判断する能力）それを、全うする力を言うそうです。そういった、譲る気持ち、物事の本質を理解し（是か否か判断する能力）それを、全うする力を言うそうです。そういった、譲る気持ち、物事の本質を理解し（是か否か判断する能力）それを、全うする力を言うそうです。そういった

ヒト、アスレティックトレーナーでありたいですね。ヒト、アスレティックトレーナーでありたいですね。ヒト、アスレティックトレーナーでありたいですね。ヒト、アスレティックトレーナーでありたいですね。        


